
  

神奈川県立三ツ境養護学校における学校運営協議会開催結果 

 

 本校の学校運営協議会を下記のとおり開催した。 

審 議 会 等 名 称 神奈川県立三ツ境養護学校 第２回学校運営協議会 

開 催 日 時 令和２年 10 月 26 日（月）10 時～12 時 

開 催 場 所 神奈川県立三ツ境養護学校 会議室  

出 席 者 
運営協議会委員６名（本校校長を含む） 

事務局教職員 12 名 （管理職、事務長、総括教諭・教諭他） 

次回開催予定日 令和３年２月 25 日（木）10 時～12 時 

問 合 わ せ 先 教頭 野呂 隆   電話 045-365-3711 

下 欄 に 掲 載 

す る も の 
・ 議事録 

議事概要とした

理由 
 

○会議経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎開会 過半数の出席により本会の成立を確認。 

１ 学校長挨拶 

新型コロナウイルスの感染拡大の影響で臨時休業となり段階的登校を経て、現在

は公共交通機関を使う知的障害教育部門のみ時差登校中だが、状況に合わせて学校

の指導内容や体制等を見直しながら進めてきた。 

今年度からスタートした学校運営協議会では、皆さんとの話合いで深め、アイディ

アを出しながら子どもたちの学びも地域も豊かになっていくことを目指したい。 

２ 会長挨拶 

 この地域に三ツ境養護学校があるのが地域の特徴であり、この学校の特徴。地域

で様々な特色・特徴はあるが、三ツ境養護学校の特色は何で、どうすれば出してい

けるのか、考えていければよい。手作りで無理のない範囲で行なえるもの、学校に

協力をしてほしいこと、学校が協力できることを探していきたい。 

３ 自己紹介 

４ 学校評価部会 

○令和２年度カリキュラム変更  教頭より説明 

○中間報告は現在まとめており、後日書面による意見聴取とする。 

５ 学校運営協議会 

○校外での活動について   

・学校としては、校外での販売活動や職業体験学習の場所の拡大を図りたいと考

えている。校外で体験学習できると具体的な進路のイメージが持ちやすくな

る。また、外で皆に喜ばれる機会があると励みになる。受け入れ先は直接交渉

して広げている。場所について情報がもらえるとよい。 

小・中学部では、公園散策、買い物学習等をしている。マスク着用が難しい児

童・生徒もいるので、地域の人に理解してもらえるとありがたい。 

・三ツ境養護学校は地域とのつながりが強い。その連携があるからできることが

ある。例年はイベントも多く、広く人を集め地域で活発な活動をしている。ホ

ームページも随時更新している。現在は感染症拡大防止により集まれないまで

も関係性の下地づくりはできる。 

・２年半後には近隣に新しく公園ができる予定。前もって利用がわかれば調整も

できる。公園等で会って地域の方から声をかけあえるとよい。 

・感染症問題が解決したら、小学校の清掃活動や施設等の職業体験等できる場所

があるかもしれない。 

・職業体験は当社では、実習をしたい方がいれば拒むことはない。 

○地域のセンター的機能について 

・学校では、相談の窓口を開設している。小・中・高校等からの相談を継続して

行っていることは誇れること。とてもよくやっている学校である。 

・横浜市内は、横浜市のセンター的機能もあるので、エリアのすみわけも必要か

もしれない。 

・「教育相談」と言わず「コンサルテーション機能を持っている」と言う方がよい

のではないか。実施している内容からするとコンサルテーションや助言であ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○その他 

 

 

 

 

り、違う名称の方が実際の内容に合うのではないか。外部に分かるように名称

を変えてはどうか。 

○スポーツ交流について 

・小・中学校とパラスポーツでの交流や、地域で大会を開くのもよい。地域の企

業等の後援と共催で、独自の大会を設けるのもよい。チームを組んで大会等を

目指してはどうか。 

・高等部ではパラスポーツ部を今年度新設。大会があると励みになってよい。知

的障害教育部門と肢体不自由教育部門の交流にも発展させたい。知的障害教育

部門で体幹を鍛える体操を考え、車椅子や椅子に座ってもできるものをつくっ

た。肢体不自由教育部門も一緒にできるとよいと紹介している所。 

・ダンスやボッチャの取組みを外に向けて PR した方が良い。校内のボッチャの

取組みを充実し、地域の子どもが教わる場所等に広げていけるとよい。  

・大声を出さない、歌うことは慎む等の制約の中で、校歌を手話で表現する取組

みを保護者や生徒にも推進している。休校中動画として配信もした。 

 ・課題となるのは地域との交流、工事中の学習環境の整備、ICT 活用。感染症対

策でできないことも多いが、避難訓練等も地域と何かできるとよい。 

６ 校内見学 （仮設校舎を中心に見学） 

７ 意見交換 

・高等部卒業後の進路について 

・耐震化工事及び瀬谷土地区画整理事業について 

・地域への発信について  

◎閉会 

会 議 資 料 

・令和２年度 第２回学校運営協議会開催要項 

・令和２年度 学校運営協議会委員名簿  

・三ツ境養護学校令和２年度のカリキュラム変更 

・神奈川県立学校のコミュニテイ・スクール 

 

 


